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上郷開発舞上線の偏土圧安全性について 
 

東急建設が横浜市と協議中の上郷開発事業計画について、深田・猿田谷戸埋立

てによる舞岡上郷線の安全性について陳情します。 

陳情項目： 

１ 上郷開発事業舞岡上郷線の地震時偏土圧安全性について、審査を請求する。 

２ 横浜市環境影響評価審査は、事業者提出資料以外は審査しないとしている

が、市民等からの指摘により問題が明らかな場合は市が事業者に資料提出

を求め審査する制度の制定を求める。 

陳情の趣旨： 

１ 東急建設は舞岡上郷線土手に関わらない資料を提出したため、上郷開発

事業の舞岡上郷線偏土圧安全性について、横浜市環境影響評価審査会では

正しい偏土圧審査をしていない。資料の図 1 及び図 2 の A 断面 B 断面と

も両端が山となっており、舞上線の偏土圧とは無関係となるため審査され

なかった。 

図 3 の 1985 年ころまでの地形図と比較すると、現在の深田・猿田谷戸

開口部は約 20m の土手となっており上部に舞岡上郷線が通っている。東

急建設と横浜市が協議中の上郷開発事業の谷戸埋立て量は約 30 万立方メ

ートルで、大地震発生時に舞岡上郷線は大きな偏土圧がかかり滑動崩落の

危険がある。 

２ 横浜市の環境影響評価審査は、「事業者から提出された資料を検討するの

が責務で、市民から不正資料や問題点を指摘されても検討する制度はない」

としている。このため、事業者は問題となりそうな資料は決して出さず、審

査会は単なる事業者資料の追認機関になっている。 

  横浜市は、市民の安全を守る行政を行う姿勢があるなら、問題事項につい

て事業者に資料提出を求め審査する制度制定が必要である。 

 

ホタルのふるさと瀬上沢基金は、市民と協力して、 

長い間守られてきた瀬上沢緑地を取得・借用・保全を通じて地球環境を守り、 

子供や孫たちの世代に豊かな自然を残す為に活動しています。 

R2.1.25 現在 会員：173 名 トラスト寄付：15,294 名 1,079 万円 
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